
事業別中間評価・後期計画シート（案） ［別紙２］

数値 △－

内容 △－

見直し前
目標
実績
見直し後
後期目標

定義

設計の詳細検討により着工が遅れたため、庁舎建て替え進捗率は目標を下回る達成率と
なっている。

設計の詳細検討を行い約6.7億円の事業費抑制を行ったものの、設計時点での事業費は約40
億円であり、当初の想定事業費約7億円を大幅に上回っている。

前期の課題

前回ビジョン貼付け箇所

計画と進捗 取り組み 事業費

ビジョン
(計画)

・庁舎建替えにより、耐震性を有する防災拠点を整備する。
・有事の際を考慮した機能的な設計とし、防災拠点機能を構成するスペー
ス(対策本部室、情報収集室、コールセンター室など)を設置する。
・建替え手法その他の検討に当たっては、水道部内に検討組織を設置して
行う。

第一水源地の撤去
庁舎建替え
約7 億円(H28～R2)

進捗
(執行状況)

平成28年度に基本構想・基本計画を策定、平成29年度に基本設計、平成
30年度に実施設計を行い、令和元年度より第一期工事（事務所棟を除く既
存施設の解体撤去及び新庁舎の建築）に着手済みである。

設計ほか委託
第一期工事
9.2億円（H28～R1）

中間評価 評価理由

基本構想・基本計画において、再整備のコンセプトを大幅に修正したこと等により、基本設計において
ビジョン策定当時の想定事業費を大幅に上回ることとなった。このため実施設計において、事業費抑制
に向けた仕様の詳細検討に多くの時間を要することとなった。また、第一期工事の施工業者選定に当た
り、入札不調による再公告を実施することとなり、着工時期にも遅れが出た。

後期の懸案 近隣及び庁舎利用者、通常業務への影響に十分配慮しながら工事を進めることができるよう、安全対策
及び進行管理を徹底する必要がある。

指標値
庁舎建替え進捗率(％)

(事業開始から目標年度までの実施事業費 / 計画事業費(事業費の増減があれば都度見込
む))×100

説明
災害時等に拠点となる庁舎建替え事業の進捗状況を表す指標。有事の際にも庁舎機能が維
持されることにより、迅速な応急給水や応急復旧が可能となる。この値は高い方が良い。

後期計画

取り組み 事業費
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現在作成中
（見直し後の後期目標を含む）


